
凡例　日日時　期期間　場場所　内内容　対対象　講講師　費費用　定定員　持持ち物　申申し込み　提提出先　 その他　問問い合わせ

※特に記載のない場合、申込時間は開庁日の午前 8 時 30 分から午後 5 時 15 分まで。
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▽
調
査
結
果
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、
中
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企
業
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策
や
地
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興
な
ど
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国
お
よ
び
地
域
行
政
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た
め
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基
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し
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さ
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ま
す
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総
務
省
統
計
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・
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は
「
経
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セ
ン
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礎
調
査
」
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行
い
ま

す
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の
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業
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る
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基
本
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ら
か
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目
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調
査

を
行
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期
6
月
～
11
月
（
市
内
調
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を
2
カ

月
ご
と
3
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に
分
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査
し
ま
す
）

対
す
べ
て
の
民
営
事
業
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（
個
人
経
営

の
農
・
林
・
漁
業
（
家
）
な
ど
、
一

部
の
事
業
所
は
除
く
）

調
査
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調
査
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（
顔
写
真
入
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調
査
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証
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携
行
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が
す
べ
て
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事
業
所
の
活
動
状
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を
実
地
に
確
認

し
、
新
た
に
把
握
し
た
事
業
所
な
ど

一
部
の
事
業
所
に
は
調
査
票
を
配
布

し
ま
す
。

回
答
方
法　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答

ま
た
は
紙
の
調
査
票
に
よ
る
郵
送
回

答
を
選
択
で
き
ま
す
。

調
査
票
に
記
入
し
た
内
容
を
他
に
漏

ら
す
こ
と
や
目
的
外
に
使
用
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

経
済
産
業
省
・
県
・
市
で
は
２
０
１

9
年
工
業
統
計
調
査
を
行
い
ま
す
。

期
5
月
中
旬
～
6
月
下
旬

※
6
月
１
日
現
在
で
調
査
を
行
い
ま

す
。

対
従
業
者
4
人
以
上
の
全
て
の
製
造
事

業
所

調
査
方
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調
査
員
（
顔
写
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員
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業
所
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（
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色
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一
部
の
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業
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済
産
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省
よ
り

郵
送
な
ど
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直
接
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布
・
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タ
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ネ
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で
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す
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
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答
は

6
月
7
日
（
金
）
が
回
答
期
限
で
、

期
限
ま
で
に
回
答
が
な
い
場
合
、
改

め
て
調
査
員
が
紙
の
調
査
票
の
回
収

に
伺
い
ま
す
。
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春到来！早春賦イベントに出掛けませんか

乗降場所
※（ ）は穂高会館
からの所要時間

穂高会館
穂高駅前ロータリー（5分）
本陣等々力家駐車場（10分）
早春賦歌碑東（15分）

穂高会館発
< 行きの便 >

① 午前9時10分 ② 午前9時20分
③ 午前9時30分 ④ 午前9時40分
※開催時間中も随時運行

早春賦歌碑東発
< 帰りの便 > 終了次第、順次運行

第 36 回早春賦まつり
安曇野に春を告げる催しとして親しまれている

「早春賦まつり」。市内小学生・文化協会コーラス
グループの合唱やアルパの演奏に加えて、最後に
は会場全体で安曇野市歌と早春賦の大合唱を行い
ます。
日 4 月 29 日（月）午前 10 時～ 11 時 10 分ごろ　
場穂高川右岸早春賦歌碑前

参加無料。周辺に駐車場がないため、無料シャ
トルバスをご利用ください。

問観光交流促進課 471・2054　672・1340

第 15 回あづみの公園早春賦音楽祭
信州花フェスタ 2019 のサブ会場で美しい花々が咲き誇る

中、歌声を響かせましょう。
日 5 月 4 日（土）午前 10 時～午後 4 時（開場 午前 9 時 30 分）
場国営アルプスあづみの公園（堀金・穂高地区）
内▷小中学校重唱合唱大会優秀校の演奏（ＦＭ長野公開録音）

▷公募ステージなど
臨時駐車場、無料シャトルバス（豊科駅～堀金支所臨時駐
車場～公園中央口）をご利用ください。

問国営アルプスあづみの公園堀金・穂高管理センター
471・5511　671・5512

第 34 回安曇野早春賦音楽祭＝本ステージ＝

地域で活動する皆さんの歌声をお楽しみください。
日 5 月 26 日（日）午後１時 30 分～ 4 時
場穂高交流学習センター「みらい」
内▷小中学校合唱部（招待演奏）▷ゲストステージ など
費前売り 500 円・当日 800 円（小・中・高校生無料）
主催　早春賦音楽祭実行委員会、早春賦愛唱会ほか
問早春賦愛唱会 西山さん　482・7290

●早春賦まつりシャトルバス時刻表

各支所への電
話は本庁舎か
ら転送します

広報　あづみの
発 行 日	 平成31年4月17日
編集・発行	 長野県安曇野市役所政策部
	 秘書広報課秘書広報担当
40263・71・2000　60263・71・5000
URL   http://www.city.azumino.nagano.jp
E-mail  info@city.azumino.nagano.jp
印刷　㈲安曇印刷	 印刷経費1部32円

次回発行…通常版5月22日（水）
本 　 庁 　舎	 〒399-8281	 長野県安曇野市豊科6000番地	 TEL 0263-71-2000	 FAX 0263-71-5000

穂 高 支 所	 〒399-8303	 長野県安曇野市穂高6658番地	 	 FAX 0263-82-6622

三 郷 支 所	 〒399-8101	 長野県安曇野市三郷明盛4810番地1	 	 FAX 0263-77-6060

堀 金 支 所	 〒399-8211	 長野県安曇野市堀金烏川2750番地1	 	 FAX 0263-72-4900

明 科 支 所	 〒399-7102	 長野県安曇野市明科中川手6824番地1	 	 FAX 0263-62-4747
古紙配合率 80％
再生紙を使用しています。

本庁舎夜間・休日開庁日
時間延長窓口 5月7日（火）・21日（火） （午後５時 15 分から８時まで）
休日開庁日 4月28日（日）（午前８時 30 分から正午まで）
※転出入・転居等一部業務のみ取り扱います。事前に問い合わせください。

人口と世帯 2019.4.1 現在（　）内は対前月比
男 47,319 人（-95）女 50,262 人（-85）
人口　97,581 人（-180）世帯　39,815 世帯（+71）

新しい年度がスタート。年度初め式では、市長から職員に向け「たとえ 10 分で
もパソコンを閉じて情報共有をしよう」という訓示がありました。職員のチーム
ワークによって、新時代の安曇野を支えていけたらと思います。本年度も「広報
あづみの」をよろしくお願いします‼Tt

５月から新元号へ　新たな時代の幕開け
４月１日に新しい元号が「令和」と発表されました。令和は、日本

最古の歌集である「万葉集」の文言から引用されたもので、「人々が
美しく心を寄せ合う中で、文化が生まれ育つ」とい
う意味が込められているそうです。平成がいよいよ
終わり、新しい時代がやってきます。新元号「令和」
に対する市民の皆さんの声を聴きました。

私は平成元年生まれで、第一子が令和元年に誕生します。平成最初の年
に生まれた私が、令和最初の年に親になることは素敵な偶然だと思いまし
た。また、兄の家庭にも４月に新たな家族が誕生するため、同じ年に生ま
れるいとこ同士が「平成最後の年」生まれと「令和元年」生まれとなります。
素敵な偶然が重なっている出産が今から待ち遠しいです。

令和に寄せる想い　 私にとって令和元年は、改元と出産という人生の
中で何度も経験できるものではない出来事が一度に訪れる、忘れられない
年になると思います。平成は大きな災害が数多く起こった時代と言われて
います。令和の時代は、新たな家族とともに、平和で穏やかに過ごすこと
のできる時代になることを願っています。

私は大正最後の年に生まれ、18、19 歳の時には戦争にも行きました。戦争が終わっ
た後、絵描きになろうと決意し、93 歳になった今でも展覧会に出品するための絵やあ
づみ野祭りのポスターのデザイン画を描き続けています。好奇心は尽きず、最近アメ
リカを訪れましたが、これからも旅をしたいと思います。

令和に寄せる想い   まずは、戦争がない平和な世界、日本であることを一番に望み
ます。いまの世の中は、色々なことが急速に変化しすぎていると感じます。科学の進
歩もすさまじく、そのうち人造人間も登場するのではないでしょうか。しかし、歴史
が教えてくれるように、人の幸せのために発展を続けていると、地球温暖化などの不
幸な要素も出てきてしまう。新元号を抱いて生きていく人たちには、目先のことだけ
にとらわれず、よく考え、いろんな視点で時代をみていってほしいと思います。

大原 華織さん
平成元年12月生まれ　29歳

書：望月 樹峰

小穴 竹豊さん
大正15年3月生まれ　93歳

有効期限などは読み替えを 問総務課行政管理係 471・2408　 671・5155

改元に伴う公文書における元号の表記について
市は、従来から公文書の年月日と年度の表記について、原則として「元号」を使用しています。この度の

改元に伴い、市の公文書における元号表記の基本的なルールをまとめたのでお知らせします。
1．5月１日以降に作成する公文書は、新元号「令和」を用います。
2．改元日前（４月 30 日）までに作成する公文書は引き続き「平成」を用います。
3．年度の表示については、5月１日以降は「令和元年度」を用います。ただし、コンピュータシステムの改
修を伴うものにあっては、引き続き『平成 31 年度』を用いる場合があります。

4．「平成」を用いた公文書について、改元後に、改元を理由として公文書を再発行することはありません。
有効期限などは読み替えていただくようお願いします。　　　

編集後記


